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こ
の
案
内
を
書
い
て
い
る
小
生
は
、
著
者
三
枝
純
郎
氏
の
一
才
下

で
あ
る
が
、
氏
の
情
熱
に
は
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。

ド
ー
ラ
ン
ド
医
学
大
辞
典
に
エ
ィ
ナ
ス
（
Ａ
ｎ
ｕ
Ｓ
）
な
る
語
は

さ
け
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
（
著
者
の
い
う
下
部
消
化
器

な
い
し
大
腸
排
泄
科
）
の
説
明
に
で
あ
る
。
代
り
に
直
腸
が
使
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
小
生
は
か
つ
て
泌
尿
器
科
を
七
ヶ
年
ほ
ど
学
ん

で
い
る
か
ら
、
毎
日
前
立
腺
の
直
腸
診
を
し
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、

、
第
三
章

，
第
四
章

・
第
五
章

・
第
六
章

・
第
七
章

・
第
八
章

・
第
九
章

．
第
一
○
章

・
第
一
一
章

・
第
二
一
章

第
一
三
章

第
一
四
章

第
一
五
章

第
一
六
章

第
一
七
章

日
本
人
の
三
大
業
績

士
口
五
口

も
手
小
言
口

今
は
昔

肛
門
（
科
）
が
極
度
の
蓋
恥
語
の
証
明

「
痔
」
と
は
何
ぞ
や

旧
ド
イ
ツ
医
学
の
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
音
痴
の
証
明

西
欧
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
正
史

本
間
事
件

ア
メ
リ
カ
の
大
躍
進

近
世
日
本
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
悲
惨
史

観
念
論
中
国
プ
ロ
ク
ト
ロ
キ
ー

三
大
肛
直
疾
患

在
来
診
は
想
像
診
諏
西
欧
プ
ロ
ク
ト
ロ
ギ
ー
の
歴

史
的
欠
陥
、
シ
ャ
ガ
ミ
＆
イ
キ
ミ
論
（
三
枝
純
郎
）

蓋
恥
心
と
外
括
約
筋
群

排
便
阻
止
三
段
構

天
然
痘
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
こ
の
病
気
に
は
痘
瘡
、
天
然
痘
、

庖
瘡
、
い
も
、
ま
め
、
椀
豆
瘡
な
ど
な
ど
、
多
く
の
呼
称
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
著
者
に
習
っ
て
痘
瘡
と
す
る
。
こ
の
病
気
の
呼
称
が
多
様

で
あ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
痘
瘡
は
人
々
に
非
常
に
身
近
な
存
在
で

あ
っ
た
証
拠
で
あ
ろ
う
。
こ
の
痘
瘡
に
つ
い
て
川
村
純
一
先
生
が
前

作
「
病
い
の
克
服
ｌ
日
本
痘
瘡
史
」
に
続
い
て
、
こ
の
度
「
文
学
に

見
る
痘
瘡
』
を
上
梓
さ
れ
た
。

〔
羽
衣
出
版
有
限
会
社
、
静
岡
市
駿
河
区
敷
地
一
’
二
‐
１
丁
五
、
電
話

○
五
四
’
二
三
八
’
二
○
五
一
、
Ｆ
ａ
ｘ
同
じ
、
Ｂ
五
版
、
二
三
四

頁
、
カ
ラ
ー
写
真
八
頁
、
九
○
○
○
円
・
税
別
〕

肛
直
な
る
概
念
で
エ
イ
ナ
ス
に
指
を
差
し
入
れ
て
い
た
こ
と
は
な
い

し
、
外
括
約
筋
群
の
解
剖
生
理
を
考
え
な
が
ら
診
療
し
た
こ
と
も
な

い
。
ま
さ
に
恥
か
し
な
が
ら
で
あ
る
。
小
生
の
年
代
で
は
学
生
時
代

に
、
ヘ
モ
ロ
ィ
ド
の
硝
酸
銀
局
注
療
法
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ヅ
ド
氏
手
術

を
知
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
枝
氏
が
「
肛
直
管
」
を
声
を
大

に
し
て
さ
け
ば
れ
て
い
る
姿
に
驚
異
を
感
ず
る
し
、
氏
の
永
年
の
研

究
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
医
師
に
も
す
す
め
た
い
啓
蒙
的

な
専
門
書
で
あ
る
。

（
中
西
淳
朗
）

川
村
純
一
著

『
文
学
に
見
る
痘
瘡
』
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痘
瘡
は
、
エ
ジ
プ
ト
王
ラ
ム
セ
ス
五
世
の
ミ
イ
ラ
に
残
る
癩
痕
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
、
天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
人
類
が
集
団
生
活
を

営
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
人
類
と
共
に
あ
っ
た
疾
患
と
考
え
ら
れ
て

い
ブ
勾
○

そ
の
痘
瘡
に
つ
い
て
日
本
で
も
、
日
本
書
紀
を
初
め
と
し
て
日
記
、

随
想
、
物
語
な
ど
に
多
く
記
述
さ
れ
て
き
た
。
痘
瘡
が
そ
れ
だ
け

人
々
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
疾
患
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

多
く
の
人
の
命
を
奪
い
、
治
癒
後
に
は
顔
に
癩
痕
を
残
す
こ
と
な
ど

に
よ
り
そ
の
後
の
人
生
に
陰
を
落
と
す
な
ど
、
語
る
に
足
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
ｃ

人
々
は
生
病
老
死
の
中
で
常
に
痘
瘡
を
見
、
恐
れ
、
悲
し
み
、
嘆

き
、
喜
び
、
苦
し
み
を
共
有
し
て
い
た
。
川
柳
、
浄
瑠
璃
、
裡
言
、

草
紙
、
物
語
、
民
間
医
学
知
識
な
ど
か
ら
情
報
を
収
集
し
た
こ
の
著

書
は
痘
瘡
に
つ
い
て
百
科
事
典
的
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

八
丈
島
や
竹
島
、
種
子
島
な
ど
の
離
島
で
発
生
し
、
全
島
民
を
巻
き

込
ん
だ
流
行
、
蝦
夷
地
開
拓
と
共
に
起
き
た
流
行
と
ア
イ
ヌ
の
行
動
、

そ
れ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
悲
惨
な
結
末
、
小
林
一
茶
の
子
「
さ
と
」

の
罹
患
、
大
槻
家
の
経
験
等
々
、
そ
の
題
材
は
尽
き
る
と
こ
ろ
が
な

い
Ｏ

わ
が
国
に
於
け
る
流
行
の
詳
細
な
記
述
は
日
本
耆
紀
に
始
ま
る
。

天
平
七
年
八
月
、
筑
紫
に
始
ま
り
京
へ
上
り
、
多
く
の
宮
廷
人
を
襲

っ
た
禍
々
し
い
災
厄
。
藤
原
一
族
に
続
い
て
敏
達
天
皇
も
罹
患
さ
れ

た
。
蘇
我
入
鹿
、
物
部
守
屋
が
活
躍
し
た
飛
鳥
時
代
、
仏
教
伝
来
に

伴
っ
て
起
き
た
流
行
、
疾
患
平
定
の
た
め
に
各
地
の
神
社
に
祈
祷
を

行
わ
せ
幣
を
捧
げ
、
大
赦
を
発
令
し
た
記
録
な
ど
、
そ
れ
だ
け
で
壮

大
な
デ
テ
ク
テ
ィ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を
読
む
よ
う
な
緊
迫
感
が
あ
る
。

痘
瘡
は
多
く
の
場
合
、
外
来
疾
患
で
あ
っ
た
。
痘
瘡
を
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
痘
瘡
神
を
考
え
、
こ
れ
に
対
し
て
神
ま
つ
り
が
行
わ
れ

た
。
痘
瘡
が
流
行
し
た
時
に
は
痘
瘡
神
の
ご
機
嫌
を
と
る
た
め
に
丁

重
に
神
を
迎
え
、
流
行
が
終
わ
っ
た
後
に
は
村
は
ず
れ
ま
で
送
り
出

す
、
そ
の
儀
式
も
各
地
で
行
わ
れ
、
だ
ん
だ
ん
様
式
化
さ
れ
手
順
が

複
雑
化
し
て
い
く
。

第
三
代
将
軍
・
徳
川
家
光
公
も
痘
瘡
に
罹
患
さ
れ
た
ｃ
徐
々
に
華

美
に
な
っ
て
い
く
酒
場
な
ど
の
儀
礼
に
簡
素
化
の
命
令
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
当
時
の
生
活
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

痘
瘡
に
罹
患
さ
れ
た
歴
代
天
皇
と
そ
の
年
齢
、
寿
命
も
分
析
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
痘
瘡
は
庶
民
で
は
子
ど
も
の
病
気
で
あ
っ

た
が
、
天
皇
の
罹
患
年
齢
は
意
外
に
高
齢
で
あ
る
。
幼
時
は
深
窓
で

育
ち
病
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
が
、
天
皇
と
な
り
多
く
の
人
と
接
触

し
罹
患
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
痘
瘡
は
一
生
の
い
ず
れ
か
の
時

期
に
罹
患
す
る
「
役
」
で
あ
っ
た
。

川
柳
「
い
も
の
神
に
ほ
れ
ら
れ
娘
値
が
下
が
り
」
「
算
盤
を
出
し

て
あ
ば
た
を
仲
人
す
る
」
な
ど
外
見
が
女
の
値
を
決
め
る
の
は
江
戸

時
代
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
実
家
か
ら
も
や
っ
か
い
払
い
を
さ
れ
た

娘
の
将
来
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

大
槻
盤
渓
の
孫
の
痘
瘡
に
よ
る
死
と
盤
渓
の
反
省
、
人
痘
法
そ
し

て
牛
痘
法
へ
と
向
か
っ
た
当
時
の
イ
ン
テ
リ
の
思
考
過
程
。
伊
東
玄
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朴
が
実
行
し
た
人
痘
法
。
無
事
終
わ
っ
た
時
の
安
堵
感
が
行
間
に
読

み
取
れ
る
。
信
州
の
在
に
住
む
小
林
一
茶
家
に
も
悲
劇
が
襲
っ
た
。

日
録
風
句
文
集
『
お
ら
が
春
」
に
書
か
れ
て
い
る
娘
「
さ
と
」
の
罹

患
と
酒
湯
行
事
な
ど
、
子
を
失
っ
た
親
の
悲
し
み
に
心
を
打
た
れ
る
。

飢
餓
、
貧
困
、
無
知
、
疾
病
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
…
「
つ
ゆ
の
世
ハ

つ
ゅ
の
世
な
が
ら
さ
り
な
が
ら
」
。

一
方
庖
瘡
か
ら
治
っ
た
子
ど
も
は
「
町
屋
迄
笑
い
の
通
る
三
番
湯
」

と
元
気
の
良
い
笑
い
声
を
た
て
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
夏
目
漱
石
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
。
儒
教
的

な
倫
理
観
、
東
洋
的
美
意
識
や
江
戸
的
感
性
を
持
つ
漱
石
が
日
本
人

と
し
て
の
ア
ィ
デ
ン
テ
テ
ィ
と
顔
に
痘
痕
の
あ
る
一
東
洋
人
と
し
て

外
国
で
生
き
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
理
的
負
担
を
強
い
る
も
の

で
あ
っ
た
か
。
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
記
述
を
読
む
と
心
痛
む
思
い

が
す
る
。

大
村
藩
の
痘
瘡
罹
患
者
に
対
す
る
姥
捨
て
に
近
い
扱
い
方
も
、
そ

の
非
人
間
的
な
冷
酷
さ
を
恐
れ
る
が
、
人
痘
法
、
牛
痘
法
の
普
及
と

共
に
種
痘
山
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
若
者
の
通
過
儀
礼
を
体
験
す

る
場
と
し
て
変
容
し
て
行
く
の
は
興
味
深
い
。

著
者
は
後
耆
き
で
「
小
著
に
記
載
し
た
四
六
点
の
文
学
作
品
を
通

じ
て
、
当
時
の
人
々
が
如
何
に
恐
る
べ
き
痘
瘡
と
闘
い
、
且
つ
多
く

の
犠
牲
を
払
っ
た
か
、
そ
の
悲
惨
な
歴
史
が
お
わ
か
り
頂
け
れ
ば
望

外
の
幸
せ
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
痘
瘡
と
い
う
の
は
死

を
も
た
ら
す
病
、
幸
い
に
し
て
命
を
取
り
留
め
て
も
、
終
生
、
顔
の

醜
形
、
皮
膚
の
引
き
つ
り
、
手
足
の
不
自
由
さ
、
失
明
な
ど
に
よ
り
、

わ
た
し
は
「
戦
争
と
精
神
科
医
療
、
精
神
医
学
そ
し
て
精
神
医
学

者
」
の
主
題
で
こ
こ
数
年
、
精
神
医
学
史
学
会
お
よ
び
十
五
年
戦
争

と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
で
発
表
を
つ
づ
け
て
お
り
、
ま
た
戦
争

中
の
精
神
病
院
お
よ
び
癩
療
養
所
で
の
死
亡
率
を
し
ら
べ
て
き
た
の

で
、
清
水
さ
ん
の
お
仕
事
に
は
ま
え
か
ら
ふ
か
い
関
心
を
も
っ
て
き

た
。
だ
が
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
教
授
で
あ
ら
れ
た
清
水
さ
ん
の
論

文
は
、
主
と
し
て
「
障
害
者
問
題
研
究
」
や
「
埼
玉
大
学
紀
要
教
育

学
部
（
教
育
科
学
）
」
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ご
く
少
数
の

も
の
し
か
よ
む
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
今
回
、
清
水
さ
ん
が
門
下

の
細
渕
富
夫
さ
ん
、
飯
塚
希
世
さ
ん
と
か
か
れ
た
こ
の
領
域
の
論
文

〔
思
文
閣
出
版
、
〒
六
○
六
’
八
二
○
三
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町

二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
定
価
五
○
○
○

円
十
税
〕

人
々
の
人
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
陰
影
を
落
と
し
た
疾
患
で
あ
っ
た
。

広
い
商
店
の
売
り
場
に
置
か
れ
た
数
々
の
商
品
を
見
な
が
ら
散
策

す
る
よ
う
な
、
読
む
側
の
知
識
、
興
味
の
方
向
、
人
生
観
等
に
よ
っ

て
い
か
よ
う
に
も
楽
し
め
る
汲
め
ど
も
尽
き
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
著

書
で
あ
る
。
乞
う
ご
一
読
。

（
小
田
泰
子
）

清
水
寛
編
著

「
日
本
帝
国
陸
軍
と
精
神
障
害
兵
士
」


